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島島のの概概要要  ～～日日本本でで一一番番大大ききなな島島～～  

択捉
えとろふ

島の現状 

現在は約6,200人のロシア人が暮らしています。 

ロシア人の択捉島へのアクセスは船か飛行機で、

2014年（平成 26年）、紗那
し ゃ な

と別飛
べっとぶ

の間に択捉（ヤー

スヌイ）空港が完成しました。 

択捉
えとろふ

島は日本で最も北側に位

置する全長 204km の島で、北

方四島の中で最大の島です。その

面積は 3,167.8㎢あり、本土四

島（北海道、本州、四国、九州）

を除いて日本で一番大きな島で

もあります。 

 火山島で温泉も多く、散布
ちりっぷ

山

（1,582m）をはじめ 1,000m

を越える山も少なくありません。 

島には留別
る べ つ

村、紗那
し ゃ な

村、蘂
しべ

取
とろ

村

の三つの村があり、739 世帯、

3,608 人の日本人が暮らしてい

ました。 



 

現在、ロシア人が住む択捉
えとろふ

島の中心的な街、紗那
し ゃ な

。択捉

島とそれより北の島々を管轄している「クリル地区行政

府」もこの街にあります。 

紗那には、学校や病院、ホテルなどがあり、内岡
な よ か

へ向か

う途中にも住宅街が広がっています。道路はほとんど舗装

されていませんでしたが、2011 年（平成 23 年）に紗

那の目抜き通りがアスファルト舗装されました。現在は、

別飛
べっとぶ

までの舗装工事が進められています。 

 

択捉
えとろふ

島のまち 

紗那
し ゃ な

中心部略地図 

紗那
し ゃ な

市街 紗那
し ゃ な

初等中等学校 クリル地区行政府 



 
択捉
えとろふ

島の風景 

紗那
し ゃ な

の北側に位置し、すそ野が広く

美しい「散布
ちりっぷ

山」（標高1,582ｍ） 

1798年（寛政10年）

に近藤重蔵と最上徳内が、

択捉
えとろふ

島が日本の領土であ

るしるしとして「大日本恵
え

登
と

呂府
ろ ふ

」の標柱を建てまし

た。 

日本最北端の地「カモイワッカ岬」 

北緯 45 度 33 分、択捉
えとろふ

島の最北端にある

「カモイワッカ岬」は、日本の最北端の地で

もあります。（ちなみに、稚内の宗谷岬は北緯

45度 31分） 

カモイワッカ岬 

断崖絶壁から流れ落ちる「ラッキベツ

の滝」の落差は１４０ｍもあります。 



 

当時の択捉
えとろふ

島は、紗那
し ゃ な

村、留別
る べ つ

村、蘂取
しべとろ

村の３つに分かれ、

１島３村で行政が行われていました。 

各村では、それぞれの役場を中心に市街地が形成され、行政

や経済の中心地となっていました。 

択捉島には 14 の港湾があり、漁業がとても盛んでした。な

かでも盛んだったのは鱒
ます

漁で、他の漁が不振でも鱒漁で穴埋め

できたそうです。また、内岡
な よ か

港や年萌
としもえ

港は、捕鯨基地として有

名で、島の人たちの暮らしと大きな関わりを持っていました。

捕鯨場の周りには、加工場や缶詰工場がたくさん並び、時期に

なると、多くの人たちで賑わい、大変な活況をみせていたそう

です。 
（戦前の北方四島写真提供：公益社団法人千島歯舞諸島居住者連盟） 

戦前の択捉
えとろふ

島① 

戦前の紗那
し ゃ な

村市街 留別
る べ つ

村役場 

留別
る べ つ

港での鱈
たら

の大漁作業 



 

2012年に取り壊された水産会事務所 

（2011年（平成23 年）9月撮影） 

北方四島では、米、味噌、醤油以外は自給自足の生活で、野菜は冷涼な気候に適したジャガイモなどが多く採れ

たそうです。長い冬を越すための食料の確保は、非常に重要でした。 

択捉
えとろふ

島には当時８ヶ所の郵便局があり、なかでも「紗那
し ゃ な

郵便局」は無線通信回線が設けられるなど、島での通信

業務の主役を担っていました。郵便は、それぞれの地区ごとに人や馬で運ばれ、集配には苦労が多かったそうです。 

戦前の択捉
えとろふ

島② 

日本人が建てた建物 
｢紗那郵便局｣は、1930 年に建てられた歴史的な建造物でしたが、

老朽化し危険なため平成 27 年 6 月に取り壊されました。また、水産

会事務所も紗那郵便局と同様の理由で平成 23 年に取り壊され、現在

は更地になっています。 

 

現在は取り壊された紗那
しゃな

郵便局の様子 

（2014年（平成26 年）9月撮影） 



 現在の択捉
えとろふ

島の様子 

択捉（ヤースヌイ）ターミナル 紗那
し ゃ な

の商店 

2014年（平成26年）、

紗那
し ゃ な

から約５km の地点に

2,300m の滑走路を持つ択

捉（ヤースヌイ）空港が完成

しました。霧による欠航が多

い太平洋側の天
てん

寧
ねい

（ブレベニ

スク）空港に比べ、オホーツ

ク海側の新空港は霧の発生

が少ないそうです。 

 

商店の品揃えは豊富で、韓

国、中国など海外製品も多数

あります。 

 

紗那
し ゃ な

の水産加工場 

島の経済を支えるは

「ギドロストロイ社」の

水産加工場です。この加

工場では１日 500 トン

ものカラフトマスを処

理することが可能との

ことです。 

また、加工場前の庭園

は噴水などが整備され

ており、ホテルの庭を思

わせるような豪華な造

りです。 「ギドロストロイ社」の庭園 
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